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発見しました 

今までにない、新しい方法を見つけました 
・豊かな海・川・里山 

・魅力的な文化・風景 

・美味しい食 

・地域を愛するヒト 

 

 

 

 

 地域にすでにあるモノを
使い、今ここでしか出来
ないコトを作り、原価を
かけずにまちの魅力を 

  上げる 
 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
魅
力 

・車社会の問題 
・若者の流出 
・観光化の遅れ 
・財政不安 

・サイクリング人気の拡大 
・ツーリズムによる交流人口増 
・サイクリングロードの整備 
・活用計画の検討 

背 

景 

和
歌
山
市
の
地
域
資
源
の
活
用 

・移動そのものを楽しめる 

・まちの風景や魅力を発見・体験
できる 

・年齢の枠を超えたコミュニティの
形成 

・観光地を繋ぐことができる 

・健康増進できる 

・都市交通に寄与する 

・エコ都市の実現 

相
性
が
抜
群
！ 



 目標 

過去 

•サイクリング
コースの不足 

•魅力発信が少な
い 

•自転車イベント
が無かった 

現在 
• ブームの到来 

• サイクリングロードの整備 

• 交通安全意識の向上 

• エコ通勤の検討 

• 地域資源の活用 

• 観光客の取り込み 

目標 

• 東京オリンピッ
ク（2020年）
までに 

• 女性や中高年の
利用者を３割UP 

未来 

• 和歌山市で国際レー
スの開催 

• 自転車文化の日常化 

• 自転車でつながる和
歌山を世界に発信 



現状分析 

地域の状況 

サイクリングの聖地として観光振興に成功 
サイクリングを活用したいが何をすべきか 

わかっていない。 

担当部署 

産業部観光課サイクルシティ推進室 道路政策課・スポーツ振興課・政策研究G 

今治市             和歌山市 

サイクリスト増 サイクリスト増加中 

先進都市との大きな違い 

サイクリストからの要望多数 

地域への情報発信・提案・事業が 
素早く行えている 

担当部署はあるが、 
連携がうまく出来ていない 



 研究実績 
  日時 内容 結果 

① 平成27年 
和歌山県サイクリングロード整備・利

用促進協議会に出席 
サイクリング周遊ルートについての意見やイベントの方法など積極的に発
言。市内サイクルステーション候補地を担当課に提案する。 

② 平成27年 関係者との交流・協議 
和歌山県サイクリング協会・自転車店・サイクリストなど多くの関係者と
積極的に交流を行う。地域のホスピタリティを高めると共に、自転車に必
要なものや、コースプランなど意見交換を行った。 

③ 
平成27年

複数回 
健康増進プログラムの支援 

H28年度から花王㈱和歌山工場と㈱シマノが共同で自転車通勤プログラム
を実施そのサポートを行った。 

④ 
平成27年

１０月 
職員アンケート 

市役所全職員を対象に自転車利用のアンケートを行った。その結果、自転
車に興味がある７４％、利用者の半分が初心者。 

⑤ 
平成27年

10月17日 
しまなみ海道視察 

先進地域の視察を行い、地域資源の使い方、自転車に対するホスピタリ
ティの必要性を体感した。 

⑥ 
平成27年

11月22日 
海のまち和歌山を楽しむ 
サイクリングの実施 

マリーナシティを利用したレースの開催の決定。市民が独自で作成したサ
イクルステーションの設置が実現。 

⑦ 
平成28年

3月5日 
サイクルスタンドの普及 

木製サイクルスタンドを作成し、和歌山大学やイベント、自転車店でPRを
行った。今後利用についての大規模PRを行う。 

⑧ 
平成28年
3月14日 

岬町と広域連携の協議に出席 
岬町のサイクリング担当職員と協議を行った。今後、フェリーなどを利用
した岬町との連携プランを提案していく。 

⑨ 
平成28年
3月19日 

イベントの共催 
「紀の川“ぐるっと”グルメライド２０１６」開催にあたり当初から協力。
１６０人が参加する広域連携イベントを開催。 

⑩ 
平成28年
3月28日 

和大と共同研究 
スポーツマネジメント研究会で発表加太から和歌浦エリアを活用したサイ
クリングプランを今後も研究予定。また、和歌山大学サイクリングクラブ
と共に平成２８年度活動を行う。 

⑪ 
平成28年
4月23日 

南紀熊野サテライト公開授業 
「地域暮らしの健康学B」 

ゲストスピーカーとして公開授業に出席予定。サイクリングマップの作り
方や、目的を説明予定。 



サイクリスト職員を活用し、シェア・ザ・ロード！ 

事業提案 

市民と利用者、それぞれのまちに対する思いを 

 自転車でつなぐそれがサイクリスト職員！！ 

ホスピタリティの向上 

 
 
・自転車利用者の意見 
・まちの魅力を発信 
・サイクリング推進PR 
・楽しさを伝える熱意 
・行政として積極的に 
     まちへ出向く 
・広域連携など他都市 
        と交流 
 

必要性  
 
・窓口の一本化により、幅広い 
         相談が出来る 
・魅力のある事業を行える 
・地域と連携によるまちの活性化 
・利用者目線の政策 
・行動にスピード感が生まれる 
・担当課間の調整や方向性を伝える 
 
 

効果 

自転車文化
の醸造 



ターゲットとキーワード 
おもてなしの向上（利
用者目線のサービス） 

和歌山市プロモー
ション（サイクル文
化の発展と事業間連
携） 

サイクルステー
ションの役割（拠
点としての必要機
能） 

サイクルツ―リズ
ムの推進（来訪者
を増やすには） 

サイクリスト 

市内 

・安心して乗れる走行
環境整備 

・オリジナルコース
の作成 

・サイクリストの
交流拠点 

・サイクリスト向
け施設の紹介 

・休憩場所、食事場所
での気の利いたサービ
ス 

・他のイベントと連
携 

・パーク＆サイク
ル 

・サイクリング団
体の支援、協働 

・サイクリスト間の情
報共有の仕組み 

・地域情報発信媒体
と共同発信 

・サイクリストの
溜まり場 

・魅力の再発見を
行うイベント 

施策メニュー案 

 ・地元住民や共通の趣味を持ったサイクリストとの交流を提供する。 
 ・新しい情報の提供やネットワークを利用し自転車の活用案を提供する。 
 ・和歌山のサイクリストが地域の魅力を発信できる仕組みを提供する。 

市外 

・安心して自転車を停
められる施設整備 

・SNSなどから発
信口コミを活用 

・出発・到着地点
としての機能 

・地域やサイクリ
ストと交流プログ
ラムの作成 

・ガイド等による案内 
・観光地と連携した
ルートPR 

・レンタサイクル
や工具の貸出 

・地域資源を活用
したルートの作成 

・写真、思い出となる
記憶づくり 

・広域連携のPR ・お土産の提供 
・生きたマップを
提供 

施策メニュー案 

 ・達成感や満足感、付加価値を高め、思い出に残るサービスを提供する。 
 ・女性・中高年の利用者層が安心して利用できる環境や、多様な楽しみ方ができ 
  る環境を提供する。 
 ・いつ来ても変化のある、また訪れたいスポットの情報を提供する。 
 

事業提案2 



ターゲットとキーワード 
おもてなしの向上（利用者目
線のサービス） 

和歌山市プロモーション
（サイクル文化の発展と
事業間連携） 

サイクルステーション
の役割（拠点としての
必要機能） 

サイクルツ―リズム
の推進（来訪者を増
やすには） 

サイクリスト
以外 

市民 

・まちなかの自転車利用
空間の整備 

・自転車のメリット
や楽しさのPR 

・お試しレンタサ
イクル 

・交通手段の改革 

・自転車利用を促進する
施設、制度の充実 

・スポーツ自転車の
普及 

・日々行われる催
しの参加者 

・体験型イベント
の実行 

施策メニュー案 

 ・和歌山市が自転車文化、ホスピタリティの向上を目標としていることを伝える。 
 ・サイクリングに理解が得られるような体験やサービス、情報を提供する 
 ・自転車への乗り換えを促進し、まちなかの自転車利用を促進する 

旅行者 
・簡単に自転車に乗れる
仕組み 

・サイクリングを意
識するような情報の
発信 

・アクセスの良さ、
多目的施設として
活用 

・自転車を利用す
るメリットの提供 

施策メニュー案 

 ・サイクリングによるマル秘ロケーションスポットや自転車しかできないような 
  情報を提供する。 
 ・パーク＆ライドのメリットを発信する。 レンタサイクル利用者へのメリットを 
  提供する。 

海外 

サイクリスト 

・わかりやすいコース 
・わかりやすいサイン 

・姉妹都市などと国
際連携 

・多言語案内 
・世界遺産へつな
がる出発地へ 

・思い出サービスの作成 
・世界遺産とサイク
リングなど新たな交
通手段の発信 

・記念スポット 
・旅行者の要望調
査 

・マップの多言語化 
・ニーズやターゲッ
トの把握 

・ブランドイメー
ジの拠点 

・簡易宿泊施設の
提供 

施策メニュー案 

 ・旅行会社と連携したサイクリングツアープランを提案する。 
 ・利用しやすいレンタサイクル・観光サイクルを提供する。 
 ・ニーズを調査し、今あるモノで新しい活用方法を提供する。 

事業提案2 



 

自転車文化和歌山 



ご清聴ありがとうございました。 


